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延辺テレビニュースの分析 
Analysis of the Yanbian television news 
 
李 文哲 
Wenzhe Li 
 
ジャーナリストたちはただ起こった事をありのままに書くのではない。彼らは構造、秩
序、見解、価値を持った「物語」を作成している。社会で発生している出来事は我々がメ
ディアを通じて視聴している「物語」の中から立ち現れるのである。ニュースにおける「ス
トーリ」についてホールは次のように述べている。 
 
事実はプログラミングの過程で一つの理解可能な「ストーリ」として提示されるよ
う配置されなければならない。このような提示形式は放送関係者(broadcaster)、編成
チーム、彼らが諮問を求める専門批評家らにとってもっともらしいと思われるもの、
つまり、信頼でき、適切であると思われる説明や解釈を映し出すだろう。何よりも一
つの(特定)状況について知らされた事実は理解可能な視聴覚的記号を通じて転移(翻
訳)されなければならない。つまり、ディスコースとして構成されなければならない。
テレビそれ自体は「生で、歴史的な」事件を視聴者に伝えることはできない。テレビ
は選択的に扱われたストーリに関連する絵や情報的な話やディスコースしか伝えるこ
とができない1。 
 
 ニュースを通じて見せられるもの、あるいは知らされるものは「映し出されたもの」で
はなく、「解釈されたもの」である。ホールはこのような現実構成の機能を説明しながら、
マス・メディアが提示している現実はもはや与えられた事実の結合ではなく、特別な方式
で構成された結果であると指摘している。つまり、マス・メディアは現実を再生産するの
ではなく、規定するのであり、それは事件に意味を付与する積極的な作用であるという。
ヴァン・ダイクはニュースとはジャーナリストや読者といった個人だけではなく、彼らが
属する社会や文化との関係を通じて意味作用を行なう社会・文化的規定作用であると指摘
している。 
中国の地域放送局はその地域以外のニュースは基本的に自主制作することはできず、そ
の地域内のニュースしか扱うことができない。全国的なニュースや国際的なニュースは中
央テレビで制作したものを中継するか、それぞれの民族語に翻訳して再放送するしかない。
                                                  
1  Hall, Stuart, Ian Connell and Lidia Curti.1976. The ‘unity’of current affairs television. 
Working Papers in Cultural Studies. Birmingham: Centre for Contemporary Cultural  
Studies(Spring).ｐ.65 (Allen Bell& Peter Garrett. 1998. Ap-Proaches to Media Discourse. 
England. Blackwell. 앨런 벨, 피터 개럿/백선기《미디어 담론―대중매체와 담론의 프레임 
분석》，커뮤니케이션북스，2004 년，150 쪽,재인용.) 
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延辺テレビも例外ではなく、全国・国際ニュースは中央テレビの番組を朝鮮語に翻訳した
ものを 23 時に放映している。延辺ニュースは平日の 18 時 30 分から 19 時まで 30 分間放映
し、土曜日には同じ時間帯に「ニュース話題」、日曜日には「週間ニュース」の形で一週間
のニュースをまとめて放映している。 
 テレビニュース番組のニュースフォーマットや様式の定型性、一貫性を把握するため、
本論文では、延辺テレビで 2009 年 7 月 6日から 7月 12 日までの一週間に放映されたもの
を対象とすることにした。より具体的に言うなら、この期間に延辺テレビ局が自主制作し
た朝鮮語ニュースを主な分析対象にした。 
その一週間のニュース番組を分析するため、次のような問題を設定する。 
 
1. 延辺テレビのニュース報道が志向するニュースバリューとは何であるか？ 
2. 延辺テレビのニュース報道に表われる根本的な性格や原則とはいかなるものか？ 
3. 延辺テレビのニュース報道が採用する報道のフォーマットや様式はいかなるもの
か？ 
1． 延辺テレビのニュース報道が実際に伝えていることは何であるのか？ 
 
 問題の１、2、3に答えるため、選定されたニュースプログラムを観ながら分析表によっ
て整理することにした。〈表 1〉のように、分析表では「放送の順序」、「トピック」、「主な
内容」、「放映時間」、「男女アナウンサーの役割分担」などを記載することによって、ニュ
ース放送を体系的に分析することができた。 
  
              〈表 1〉ニュースプログラム分析表 
 
日時  年 月 日 
 
放送順序 トピック 主な内容 放映時間 アナウンサーの役割(男/女) 
1      
2      
3      
4      
5      
……     
 
 次に、問題 4に答えるため、「新疆ウィグル事件」をめぐり、７月 9日に放映された「イ
スラム教協会」に関するニュースを、アラン・ベル(Allen Bell)のニュース分析フレーム
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ワーク2を用いて分析した。 
 
Ⅰ．延辺テレビニュースのトピックと属性 
 
〈表 2〉が示すように、延辺テレビは 7月 6日のニュースを、11 個のトピックを設定し
て放映した。 
 トピックの内容を見ると、「工業運行状況」、「陸上競技」、「州長会見」、「障害者事業」、
「投資、項目建設」、「食品安全法」、「気候影響」、「交通管理」、「麻薬販売組織」、「延辺サ
ッカー」、「プログラム PR」である。 
 しかし、「陸上競技」、「州長会見」、「障害者事業」、「投資、項目建設」、「食品安全法」、
「交通管理」など 6のトピックは会議形式の報道である。ゆえに、カテゴリーにまとめる
と 6つのトピックしか扱っていないことが分かる。つまり、「会議」、「工業」、「農業」、「犯
罪」、「スポーツ」、「プログラム PR」といった内容に分けることができるだろう。 
 
〈表 2〉7 月 6 日(月曜日)ニュース報道のトピック 
 トピック 主な内容 時間 男/女
1 工業運行状況 今年上半期の延辺工業状況良好 128 秒 男 
2 陸上競技 州直属機関の第 4回従業員陸上競技開催 199 秒 男 
3 州長会見 州長が大連市テレビ放送局考察団と会見 75 秒 男 
4 障害者事業 黄寿峰が全国障害者連合会「先進事業者」に当選 61 秒 女 
5 投資、項目建設 延辺の投資と項目対象建設工作振り替え会開催 98 秒 女 
6 食品安全法 延辺「食品安全法」貫徹経験交流会開催 55 秒 女 
7 気候影響 
気候の悪影響により、タバコ農業での病虫害防止の重
視を強調 
108 秒 男 
8 交通管理 道路交通の不法行為についての集中取締りを強化予定 54 秒 女 
9 麻薬販売組織 
和龍市公安局で特大境外麻薬販売組織を取り締まり、
犯罪嫌疑者 9 名を逮捕 
68 秒 女 
10 延辺サッカー 
中国国内サッカーリーグで延辺チームは、南昌チーム
と引き分け 
79 秒 男 
11 プログラム PR 
7 月 6 日～11 日の 21 時 10 分から中央テレビの音楽チ
ャンネルで「民謡中国―延辺風情」番組を放映 
11 秒 男 
 
                                                  
2 앨런 벨“뉴스 기사의 담론구조”, 앨런 벨, 피터 개럿/백선기 역《미디어 담론―대중매체와 담론의 
프레임 분석》，커뮤니케이션북스，2004 년，84～133 쪽.（アラン・ベル「ニュース記事のディスコー
ス構造」、アラン・ベル他/ベク・ソンギ訳『メディア談論―大衆媒体とディスコースのフレーム分析』、
コミュニケーションブックス、2004 年） 
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 7 月 7 日のニュース報道は、〈表 3〉のように 11 個のトピックを放映した。その詳しいト
ピック内容は、「道路建設」、「違法広告」、「共同墓地整理」、「サービス業発展」、「党員風采」、
「科学的発展観」、「先進人物評議」、「愛国主義教養」、「絵画展覧」、「心理健康教育」、「偽
蜂蜜」などである。この中で、「違法広告」と「共同墓地整理」は会議報道であり、「党員
風采」、「科学的発展観」、「先進人物評議」、「愛国主義教養」など 4つのトピックは国の政
策や党の人物に関するものである。「絵画展覧」と「心理健康教育」は子供向けの教育に分
類できるだろう。したがって、この日のトピックは「交通」、「会議」、「サービス業」、「国・
党の政策」、「教育」、「犯罪」といった 6つのトピックに整理することができる。 
 
〈表 3〉7 月 7 日(火曜日)ニュース報道のトピック 
 トピック 主な内容 時間 男/女
1 道路建設 延辺の道路建設が輝かしい成果を挙げた 141 秒 男 
2 違法広告 全省の虚偽違法広告を整理整頓交流会が開かれ 58 秒 男 
3 共同墓地整理 吉林省が共同墓地整理整頓事業を開始 52 秒 男 
4 サービス業発展 州政府がサービス業の発展を図り、新しい措置と意見を発表 112 秒 女 
5 党員風采 
人民群衆のために貢献した龍井市龍門街鉄北の党支部書
記・主任の実績 
113 秒 女 
6 科学的発展観 琿春市は科学経済発展を推進 89 秒 男 
7 先進人物評議 吉林省は「吉林の自慢」（人物宣伝評議選抜活動）を展開 60 秒 女 
8 愛国主義教養 龍井朝鮮族民俗博物館が「中国少数民族民俗第 1館」となる 70 秒 男 
9 絵画展覧 延辺青少年環境保護絵画展覧会が延吉で開催 31 秒 男 
10 心理健康教育 龍井で心理健康教育を強化し、希望校庭を建設 131 秒 男 
11 偽蜂蜜 
和龍市派出所は偽蜂蜜を飲んで中毒した情報を得、商売者を
検挙、220kg を押収 
80 秒 女 
 
 〈表 4〉のように 7月 8日の報道は、10 種のトピックを放映している。具体的なトピッ
クは「州幹部視察」、「草屋の改造」、「金融危機対処」、「土字牌」、「党建設事業」、「朝鮮民
族楽器」、「省級園林都市」、「市場開拓」、「書画展示会」、「民営企業」である。そのうち、
「土字牌」は愛国教育に関わるニュースであり、「党建設事業」と「州幹部視察」は党員の
広報と考えてよいだろう。 
 
〈表 4〉7 月 8 日(水曜日)ニュース報道のトピック 
 トピック 主な内容 時間 男/女
1 州幹部視察 州人民代表常務委員会主任が敦化で鉄鉱建設事業を視察 97 秒 男 
2 草屋の改造 延辺農村の草屋改造が実施中 60 秒 男 
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3 金融危機対処 延吉市の金融危機に対処するため経済成長を確保 150 秒 男 
4 土字牌 中国―ロシア境界線の印である土字牌の補完作業が終了 104 秒 女 
5 党建設事業 延吉市新興街が党建設事業発展を推進 150 秒 女 
6 朝鮮民族楽器 
朝鮮民族楽器製造師である金季鳳が中国第 3回国家非物質文
化遺産朝鮮民族楽器製造技術継承の栄誉を担う 
182 秒 女 
7 省級園林都市 琿春市が省級園林都市に選定される 60 秒 男 
8 市場開拓 韓国企業が延吉市において独特な経営方式で経済市場を開拓 96 秒 男 
9 書画展示会 州直属機関の老幹部書画展示会が延吉にて開催 17 秒 女 
10 民営企業 民営企業が民族飲食娯楽文化発展に寄与 100 秒 女 
 
 〈表 5〉のように、7月 9日の報道は 12 種のトピックを設定、放映している。この日も、
「工業経済」、幹部の視察報道（「副省長視察」）、会議報道（「廉政談話会議」と「交通服務」）、
「医療チーム援助」、党の政策による「科学発展」、警察の広報ニュース「盗み物返還」、市
民と消費者のための「薬の使用」と「警報指揮中心の設立」、資源探索である「鉱産探索」、
民俗文化に関する「『銀河の星』」といったトピックを設定している。興味深いのは「イス
ラム教協会」報道である。それは 7月 5日に新疆で起こった事件を報道することなく、四
日後に突然「延辺のイスラム教協会は、中国政府を支持し、ウィグル族の犯罪行為を糾弾
する」と表明している。勿論、敏感な問題であるから報道し得なかった部分もあると思わ
れるが、中央テレビの報道内容をそのまま次のように報道している。「7月 5日、新疆の『三
股勢力3』は海外の反対勢力の煽動により民族宗教の旗印を掲げ、民族宗教を名乗って、組
織的・意図的に新疆ウルムチで人々を殴打し、物を壊し、放火し、1000 名あまりの人々を
殺しあるいは傷した。民族和協、民族和睦、宗教和順の精神をことごとく破壊し、親族の
心を痛ませる許し難き犯罪を犯し、全国の民族、人民群衆の憤慨を買った。延辺のイスラ
ム教協会は全州各県・市のモスクと、各民族イスラム信者を代表して、彼らの反民族、反
人類、反社会的罪を糾弾し、党と政府が法に基づいて国家と領土の安全を守り、あらゆる
有効な措置を講じて各民族の生命や財産の保全を図ることを支持する。全州のモスクおよ
び回族徒は、自分の事業を守り、任された仕事に熱中し、国家の大局に服従しなければな
らない。同時に海外のすべての反動勢力の挑戦に対応し、特に『三股勢力』が州の民族宗
教界に浸透することを防ぎ、民族団結・宗教和順への破壊言動を抑え、州及び国家による
民族団結を支持しなければならないと呼び掛けた」。 
 
〈表 5〉7 月 9 日(木曜日)ニュース報道のトピック 
 トピック 主な内容 時間 男/女
                                                  
3 新疆ウィグル自治区で活動する「分離主義者」、「テロリスト」、「宗教的過激派」の 3勢力を、中国で
は「三股勢力」と呼んでいる。 
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1 工業経済 
延辺工業経済の迅速な発展とともに、現代化実現目標がより一歩
前進 
234 秒 女 
2 副省長視察 吉林省副省長陳偉根が延辺を訪問 86 秒 男 
3 医療チーム援助 
四川地震災害地区へ派遣されていた延辺の医療チームが延吉に
帰還 
83 秒 男 
4 廉政談話会議 延辺州の新任県処級幹部の廉政談話会議が延吉にて開催 53 秒 女 
5 交通服務 
延辺州の公安交通警察系統の「一窓式の服務」建設会議が汪清に
て開催される 
32 秒 女 
6 科学発展 「科学的発展観4」を実践し、龍井市の経済発展を加速化する 98 秒 女 
7 イスラム教協会 
延辺のイスラム教協会は、中国政府を支持し、ウィグル族の犯罪
行為を糾弾することを支持すると意思表明 
84 秒 男 
8 鉱産探索 汪清県にて油頁岩の探索工作が全面的に開始 24 秒 女 
9 警報指揮中心 図們市に 12315 の消費者申告警報指揮センターが成立 24 秒 男 
10 「銀河の星」 
中央テレビの青少年番組『銀河の星』が汪清で民俗伝統撮影を行
ない、「銀河の星」選抜を行なった 
29 秒 女 
11 盗み物 延吉市特殊警察隊が盗品を持ち主に積極的に返還 80 秒 女 
12 薬の使用 
延吉市にて、市民たちに家庭用薬の合理的な使用及び注意すべき
項目を紹介する活動が行なわれた 
36 秒 女 
  
7 月 10 日の報道トピックも 12 項あるが、四つの会議報道（「州政府常務会議」、「三つの
学習教養活動」、「授賞式」、「偽紙幣詐欺事件」）と二つの視察報道（「国家幹部視察」、「風
景区」）が全番組の半数を占めている。 
 
〈表 6〉7 月 10 日(金曜日)ニュース報道のトピック 
 トピック 主な内容 時間 男/女 
1 州政府常務会議 延辺州政府第 13 回 19 次常務会議が延吉にて開催 83 秒 男 
2 国家幹部視察 全国人民代表大会常務委員長が延辺を視察 108 秒 男 
3 風景区 「吉林八景」専門家組織が琿春防川風景区を視察 70 秒 男 
4 三つの学習教養活動 
吉林省報道分野を対象とする「三項学習教養5」会議が長
春で行なわれた 
47 秒 男 
                                                  
4 2007 年、中国共産党の第 17 回党大会で胡錦濤総書記(国家主席)が提唱した新思想であり、調和のとれ
た持続可能な発展をめざす「科学発展観」が、党規約改正案に盛り込まれ採択された。同日午後、新華
社が伝えた党規約改正案によると、「科学発展観」 とは「マルクス・レーニン主義、毛沢東思想、鄧小
平理論、「3つの代表」の重要思想と同じ流れをくみ、時代とともに進む科学理論である。わが国の経
済・社会発展の重要指導方針であり、中国の特色ある社会主義の発展のために、必ず堅持し、徹底しな
ければならない重大な戦略思想である」という。 
5 2003 年秋からメディアの現場で展開された、「マルクス主義新聞観」に加え、江沢民前総書記を中心に
作り上げた「三つの代表」思想・職業精神・職業道徳の三項目を学ぶ「三項学習教育活動」。 
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5 革新 革新精神を基にする企業発表がなされた 82 秒 女 
6 民族団結 
汪清県で10年間、多民族の障害者たちをリードしながら、
養豚業を営む呉基哲の事跡 
194 秒 女 
7 図們江文化観光節 
第 3回図們江文化観光節が 7月 17 日、図們市で開催され
る予定 
54 秒 女 
8 授賞式 
第 2 回「太環」カップ生活手記コンクールの授賞式が延
吉で行われた 
32 秒 女 
9 愛心図書室 龍井市の農村学校に愛心図書室を設置 34 秒 女 
10 公共バス 延吉市 12 番公共バス路線の運行が決定 65 秒 男 
11 偽紙幣詐欺事件 
延辺州党委宣伝部と州公安局、延吉にて偽紙幣詐欺事件
ニュース公開会を主催 
53 秒 男 
12 虫害 延吉市建工街市民たちが虫害に遭う 114 秒 女 
 
 
          〈表 7〉7 月 11 日(土曜日)ニュース報道のトピック 
 トピック 主な内容 時間 男/女 
1 エネルギー計量器 
延吉市梨花家園住宅区に 34 万人民元を拠出して設置
されたエネルギー計量器が無用の長物となる 
269 秒 男 
2 
エネルギー器量器に関
する州政府の規定文件 
州政府の規定文件によって、延吉市のほとんどの住宅
には、エネルギー計量器が設置された。しかし、計
量器の故障による様々な問題が発生したため、住宅
の面積によって収金することになった。 
305 秒 男 
 
〈表 8〉7 月 12 日(日曜日)ニュース報道のトピック 
 トピック 主な内容 時間 男/女
1 延辺工業経済 迅速に発展する延辺の工業経済。現代的工業体制の完成 100 秒 女 
2 道路建設 延辺州道路建設が輝かしい成果を挙げる 83 秒 女 
3 州幹部視察 州人民代表常務委員会主任が敦化にて鉄鉱建設事業を視察 69 秒 女 
4 工業状況 今年上半期の延辺州工業状況良好 96 秒 女 
5 サービス業発展 延辺州サービス業発展のために新しい措置を 80 秒 女 
6 鉱産探索 汪清県にて油頁岩の探索が全面的に開始される 26 秒 女 
7 朝鮮民族楽器 
中国第 3 回国家非物質文化遺産朝鮮族民族楽器製造技術継
承の栄誉が金季鳳に与えられた 
78 秒 女 
8 タバコ農業 タバコ農業の病虫害防止を重視 69 秒 女 
9 麻薬組織取締り 和龍市公安局で特大境外麻薬販売組織を取り締まり、審査 60 秒 女 
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を強化する 
10 盗み物 延吉市特殊警察隊、盗品を持ち主に返還 30 秒 女 
11 偽蜂蜜 和龍市派出所で偽蜂蜜を検挙、押収 41 秒 女 
 
 ニュース報道プログラムは大きく二つに分かれる。その日の重要な事件や事故などを迅
速に伝えるストレート(Straight)ニュースプログラムと、一つの事件や事故を綿密に分析、
報道するニュースマガジンプログラムである。 
既に言及したように（〈表 6〉と〈表 7〉）、延辺テレビニュースプログラムでは、平日は
ストレートニュースを主とする総合ニュースプラグラム、土曜日は事件のイシューを綿密
に報道するニュースマガジンプログラムの形式を採用し、さらに日曜日には一週間の重要
なトピックをストレートニュースの形式で報道している。 
平日のストレートニュースの平均的な長さは 15.6 分である。「会議ニュース」、「幹部視
察ニュース」、「経済成長ニュース」が半分以上を占め、他のニュースに比べ、優先的な報
道がなされていると言えるであろう。会議ニュースは「政治」的な状況を伝える働きを持
つだけではない。それは、「輿論」を「世論」に変えていく場でもある。また、すべての事
案を政治化する傾向が強い。たとえば、陸上競技を報道する時、競技項目や内容よりも幹
部たちの講話が重視される。競技の結果を政治的な効果に結びつける傾向が強く、開催式
に参加した幹部たちを長々と映し出すことで政治色を鮮明にしている。「幹部視察ニュー
ス」では、延辺州の幹部たちの「視察」を「調査研究」と表現することで幹部の役割を強
調し、市民たちのためのニュースというよりも幹部たちの活動ニュースに仕立て上げてし
まっている。さらに、「科学的発展観」、「三項教育」などを顕揚することで、まさに党の「喉
と舌」役割を十全に果たしている。中国のコラムニスト金範松は「外国で見た延辺の『不
思議』」という文章の中でこう指摘している。「不思議で残念なのは、約 15 分にわたって放
送されるニュースプログラムの中で、半分以上の時間を政府の各種会議報道が占めている
ことである。これもやはり、会議が多い中国社会の特徴であり、延辺の人気テレビ番組で
あるニュースプログラムが『会議ニュース番組』になっているようだ …… 少数民族地
域の特色が欠如しているという物足りなさが常にある …… 企業のジレンマや庶民の関
心事になる争点、市民たちの悩みに対する政府の努力(会議だけでなく実際的な対策)、不
正腐敗などを果敢に暴く内容もニュースに盛り込んで欲しい ……」。 
延辺ニュースプログラムの主旨は「州党委、州政府の主な活動を中心に、主旋律の高揚
を図り、辺境少数民族地域の経済建設、民族団結及び社会安定に貢献することにある。『延
辺ニュース』は延辺の『三つの文明建設』を称揚し、延辺を世界進出させるための主な窓
口」となっている。 
しかし、一週間のニュース分析ではあったが、以下のような問題が存在する。 
1. 党と政府の「喉と舌」にはなっているが、人民の「喉と舌」にはなっていない。政
治的傾向の強い報道が多い反面、市民の生活に密着した報道が少ない。 
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2. ニュース報道のトピックを見ると、トピックに多様性がなく、会議報道や幹部活動
報道が多すぎる。 
3. ニュースのトピックについては情報量が少なく、生活、文化、科学などの報道が少
ない。 
4. 経済ニュースはニュースというよりも報告に近い。 
5. 現場報道が少なく、プログラムに活力が感じられない。 
6. 結論的な言明が多く、分析やコメントが少ない。 
7. トピックの量が少なく、ニュース量も十分ではない。 
 
Ⅱ．延辺テレビニュースの解読 
 
この部分では、ニュースについてより精密なディスコース構造分析を行なうため、7月 9
日に放映された「イスラム教協会」に関するトピックだけをより綿密に検討することにす
る。 
分析にはアラン・ベルのニュース分析フレームワークを用いる。つまり、ニュース報道
と「事実」とがどこまで正確に対応しているかではなく、それが伝達しているものについ
てだけ注目することにする。このニュース報道は例外的というより、中国メディアの一般
的特徴を有するものであり、海外でも大々的に取り扱われた。記事は発生した事件につい
て私たちに何を語っているのか(発生した事件は何が(1～4)、どこで(8～9)いつ(10～14)
発生したのか、そして誰(5～7)が関連しているのか)、つまり、ジャーナリズムの 5W と 1H
から「どうして」と「どのように」を除いた 4 つと、事件とディスコース構造(15～18)を
明らかにすることを試みた。このような分析においては事件、時間、場所、そしてニュー
スの行為者という 4つの側面について考察することができる。 
  
1. ヘッドライン 
  
ニュースの始まりから終わりまで、画面下には「州イスラム教協会は新疆『三股勢力』
の犯罪行為を糾弾し、政府が法律に基づき人民の生命や財産安全を守ることを支持すると
表明した」という内容のテロップが出ていた。 
 ヘッドラインでは、二つのトピックを扱っている。①新疆『三股勢力』による犯罪行為。
②「犯罪行為」に対する州イスラム教協会の態度表明。この二つのトピックは密接に関係
している。しかし、二つの事件の時間的・因果的関係の捉え方によって、ヘッドラインは
かなり矛盾を潜在させる結果となる。 
 
〈図 1〉ニュース「イスラム教協会」の事件と時間構造 
                                       （S=Sentence, HL=headline） 
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事件構造                                           時間構造
3 HL  
州イスラム教協会は「新疆『三股勢力』の犯罪行為を糾弾し、政府が法律に基づき人民の生命や
財産安全を守ることを支持する」と表明 
+2 
1 S1 海外の反対勢力(世界ウィグル会議)が新疆の『三股勢力』を煽動 -1 
1 S2 
7 月 5 日、民族宗教の旗印を掲げ、民族宗教を名乗り、組織的・意図的に新疆ウルムチで人に危害
を加え、1000 名あまりの人々を殺傷した。 
 
0 
 
2 S3 
民族和協、民族和睦、宗教和順の精神さことごとく破壊し、親族の心を痛ませる許し難き犯罪を
犯し、全国の民族、人民群衆の憤慨を買った。 
+1 
3 S4 
延辺のイスラム教協会は全州の各県・市のモスクと、各民族イスラム信者を代表して、彼らの反
民族、反人類、反社会的罪を糾弾した。 
+2 
3 S5 
党と政府が法律に基づいて国家と領土の安全を守り、あらゆる有効な措置を講じて各民族の生命
や財産の保全を図ることを支持すると表明した。 
+5 
3 S6 
全州のモスクおよび回教徒は、自分の職場を守り、任された仕事に熱中し、国家の大局に服従し
なければならないと呼び掛けた。 
+3 
3 S7 
海外のすべての反動勢力の挑戦に対応し、特に「三股勢力」が州の民族宗教界に浸透することを
防ぎ、民族団結・宗教和順への破壊言動を抑え、州及び国家による民族団結を支持しなければな
らないと呼び掛けた。 
+4 
 
2. リード 
  
リード部分では三つの情報が提示されている。①海外の反対勢力(世界ウィグル会議)が
新疆の『三股勢力』を煽動したこと、②7 月 5 日、民族宗教の旗印を掲げ、民族宗教を名
乗って、組織的・意図的に新疆ウルムチで 1000 名あまりの人々を殺傷したこと、③民族和
協、民族和睦、宗教和順の精神をことごとく破壊し、親族の心を痛ませる許し難き犯罪を
犯し、全国の民族、人民群衆の憤慨を買ったこと。これらは明らかに関連してはいるもの
の、ヘッドラインの二つの事件と正確には一致はしない。それゆえ、リードはヘッドライ
ンの曖昧さを明確にし、原因一部も明示している。 
 
3. 事件 
  
ここから私たちはニュース全体の構造を推測してみることができる。リードと S1～4 は
延辺の「新疆事件」に対する態度表明を誘導している。しかし、S3 は国内の他の地域でも
「新疆事件」について何らかの評価が提示されていたことを教えてくれる。海外の反対勢
力(世界ウィグル会議)が新疆の『三股勢力』を煽動したことも「新疆事件」の「原因」と
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されているため、このニュースは主に 4つのことを報道していると思われる。つまり、① 
海外の反対勢力の煽動 ② 「三股勢力」による犯罪 ③ 国内の評価 ④ 延辺の意思
表明である。言うまでもなく延辺の意思表明が中心的なトピックであり、ニュース報道は
明らかにこのトピックを中心に展開されている。 
  
4. ヘッドライン、リード、そして記事 
  
私たちは既に、リードの内容がヘッドラインを明確にしていることを確認した。しかし
ヘッドラインをより詳しく探ってみると、「延辺イスラム教協会の意思表明」はリードでは
なく、むしろ S4 と S5 に提示されている。「大多数のヘッドラインがニュースのより下位に
位置する情報からではなく、リード部分だけから出てくる6」ため、これは珍しい類型であ
る。リードにある「海外勢力の煽動」はヘッドラインにはない情報であり、新疆で起きた
事件は「犯罪行為である」と二箇所で断言されている。海外勢力の煽動と「三股勢力」が
1000 名あまりの人々を殺傷した「事実」については情報の出所がない。さらに、「全国の
民族、人民群衆の憤慨を買った」という評価の出所もない。報道にはそれに関する言及は
見当たらない。情報源が「新華社」であることは推定できるが、それはニュースを作成し
たジャーナリストのものである可能性もある。また、延辺イスラム教協会の行動を強調す
るため編集者によって挿入されたものである可能性も大いにある。 
 
5. 記事の出所 
  
このニュースについては作成者であるジャーナリストも提供者である通信社も明らかに
していない。したがって、私たちとしては、「記名」なき記者が書いたと推定するしかない。 
 
6. 情報の出所 
  
より重要なのは、ニュースが最初から最後まで情報源を明示していないことである。し
かし、「新疆事件」が重大な突発事件であることを考えると、何清漣がまとめた中国のメデ
ィアの報道原則の一つ―「重大な突発事件について勝手に騒ぎ立ててはならない。天災・
人災の報道は、公衆の怨みを募らせないよう、厳格な監督を受けなければならない。避け
られない(つまり、隠しようもない)状況下で報道する場合は統一的な内容にする7」―に従
って、新華社の「通稿8」を用いたと推定することはできる。 
                                                  
6 Bell, Allan, 1991.The Language of News Media. Oxford; Blackwell. 앨런 벨, 피터 개럿、 
前掲書、107 頁。 
7 何清漣(中川友訳)『中国の嘘―恐るべきメディア・コントロールの実態―』、扶桑社、2005 年、99 頁。 
8 中国の元ジャーナリストでアメリカへ亡命した何清漣によれば、「通稿」とは「統一的内容の通用原稿」
の略称で、中国マス・メディア業界の政治用語の一つである。中国政府はマス・メディアを統制して
－ 70 － 
 
7. ニュースの行為者 
  
ニュースで明示された行為者は海外勢力、国内の「三股勢力」、延辺イスラム教協会であ
る。しかし、「7.5 事件」を起こした行為者を「犯罪者」、「勢力」と呼ぶことで、国内の民
族、人民群衆にするものとして捉えている。また、死傷事件の行為者はすべて「三股勢力」
とされ、事件を鎮圧した警察などについては一切言及していない。 
 
8. 場所 
  
ニュースは次のような表現を用いている。 
① 延辺州イスラム教協会(HL) 
② 海外の反対勢力(S1) 
③ 7 月 5 日、新疆ウルムチ(S2) 
 ニュースは主に延辺州、海外、新疆といった三つの場所に言及することで事件の深刻さ
を提示しようとしている。ここから分かることは、このニュースが制限されたオーディエ
ンスを念頭においているということである。第一に注目すべきことは、「暴動」が発生した
地域が新疆(S2)であるにもかかわらず、事件を延辺州イスラム教協会という媒介を通じて
報道していることである。つまり、そこには新疆と重ね読みされる延辺州があるだけで新
疆を読み取るだけであり、新疆自体は無視されている。新疆を延辺と重ね合わせることで、
新疆＝海外勢力＝暴動という等式が作り上げられているのだ。これは延辺州という単一媒
体を使用しているオーディエンス層だけに有効な手段である。 
 
9. 場所の構造 
 
 このニュースで現れる場所は延辺 1―新疆 1―海外―新疆 2―延辺 2である。つまり、一
つの場所に止まっているのではなく、一つの場所から別の場所へと移動する。ここで注意
すべきことは場所の持つ象徴性である。ここで言われている「海外」は実態のある場所で
はなく、「新疆」という具体的な場所を確認させるための象徴的な場所に過ぎない。こうし
た場所の不確定性はこのニュースの信頼度を大きく引き下げるものである。 
 「暴動」が起きた場所は新疆である。しかし場所は新疆から海外へと移し替えられる。
                                                                                                                                                  
いるため、政府が重大問題と見なすニュース報道については、一般に中央政府が新華社名義でニュー
ス原稿を発表するが、それを「通稿」と呼ぶ。彼女によれば、全国のすべてのメディアは当該問題の
報道では「通稿」の定めた内容に基づき、その範囲を超えてはならなく、さもないと「政治的な誤り」
を犯したと見なされ、処罰を受けるという。その他、各政府部門の重大問題に関しては該当部門が記
者に「通稿」を与え、各クラスの宣伝部門もつねに「通稿」を発布するという形で報道業務に「指導」
を行っているという。 
－ 71 － 
「海外の反動勢力の煽動によって新疆で暴動が起きた＝暴動を実質的に主導しているのは
海外勢力の集居地である」。こうした推定の等式が仕立て上げられることで、事件の発生地
である新疆よりも不確実な海外勢力に対する糾弾や批判が強まっていく。このニュースの
特徴は、可能性を確実性に擬装するために利用される場所の曖昧な象徴性にある。実際、
「暴動」が起きた新疆に関する言及は非常に簡略化されている。つまり、これは確実事実
報道ではなく、「延辺イスラム教協会」という第 2の場所を媒介とする伝達行為に過ぎない
のである。 
 
10. 時間 
 
 ニュース報道では、時間についての説明は一般的にあまり多くない。そこから、ニュー
スの時間には間違いがないといった結論が引き出される。しかし、このニュースには比較
的大きな時間的隔たりがある。7 月 5 日に発生した事件を 7 月 9 日のニュースで報道して
いるのだ。4 日間という時間の隔たりはニュースの性質上ありえないことである。にもか
かわらず、このニュースはニュースとして報道されている。私たちは 4日間という時間的
隔たりがこのニュースにどのような影響を及ぼしているかを探る必要がある。なぜなら、
このニュースでは時間的隔たりについて何の説明もなされていないからである。勿論、ニ
ュースでは事件の時間について言及しない場合もある。しかし、時間的情報の黙殺には記
事の信頼性を著しく損ねる危険性があることもまた確かである。 
 
11. 時間の構造 
 
一つのニュースの構造を考える上で重要なのは、その記事の時間構造を詳細に分析する
ことである。どのような順序で、どのような事件が発生しているのか。そして、ニュース
の時間的順序・配列は何を意味しているのか。 
 こうしたニュースの時間構造は一見非常に単純に見える。事件に対する立場表明と今後
の方針、それが基本的な時間構造をなしているかに見える。しかし、何を中心事件(0)に据
えるかによって、非常に複雑な隠された時間構造を探り出すことができる。 
 
(1)新疆「三股勢力」の犯罪事件を中心(0)に据えた場合 
 
つまり、7月 5日新疆で起きた事件を「時間 0」の位置に据えたとする。すると「時間－
1」に該当する「海外反対勢力の煽動」と「時間＋1」に該当する「広大な人民群衆の憤慨」
は確実性に欠けた仮定にすぎないことが分かる。「時間＋2」の延辺州イスラム教協会の態
度表明と「時間＋3」、「時間＋4」、「時間＋5」に該当する今後の方針・支持がまさにこのニ
ュースが伝達しようとする中心的な趣旨である。換言するなら事件のきっかけ、展開過程
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はほとんど省略されているか、非常に曖昧に言及されているにすぎない。「時間－1」に該
当する「海外反対勢力の煽動」がこの事件のきっかけであるとしながらも、その煽動につ
いての具体的な説明が欠如している。これでは事件の真実性を歪め、正確な伝達を阻害す
ることになってしまう。つまり「時間－1」は事件の正当性を確認することのできるもう一
つの事件を隠している。民族的差別やウィグル族に対する漢族労働者たちの一方的な暴力
行為が今回の「暴動」の契機、あるいは内的発生要因になりうるということが、このよう
な時間構造の中では抹消されてしまうのである。「時間－1」は一方的で、外的な面だけを
強調している。その中に内包されている多層的で複雑な時間構造をオーディエンスは読み
取ることができない。さらに、「時間＋1」に該当する「広大な人民群衆の憤慨」も、やは
り不確実な伝達内容に過ぎない。「時間＋2」から「時間＋5」に該当する態度表明や今後の
方針・支持はこの事件を「新疆」＝「暴動」といった形で等式化する段階である。つまり、
事件の進行過程に関する具体的な説明や言及を欠いたまま、政府機関への一方的な服従だ
けを強調しているに過ぎない。このニュースは 7月 9日すなわち、事件の 4日後に初めて
報道された。しかし、その間の一切を排除したまま、仕上げ段階の政策を伝達しようとし
ている。このニュースが伝達しようとしているのは決してこの事件の解明ではない。それ
はこの事件の収拾策であると同時に、事件の再発生を未然に防止しようとする警告に過ぎ
ないのである。オーディエンス層の知る権利を迅速に伝達することがニュース報道の主な
機能の一つであるが、ここに見られるように、それはオーディエンスに対する警告として
も機能しうるのである。 
 
(2)延辺州イスラム教協会の「犯罪事件」についての態度表明を「0」の位置に置いた場合。 
 
 態度表明が現在形でなされるにつれ、事件は過去のものに過ぎなくなる。新疆での「暴
動」、それに続く政府の無差別的暴力、「人間狩り」とも呼ばれうる虐殺や弾圧は、7 月 9
日の延辺州イスラム教態度表明という時間の中では省略あるいは排除されてしまう。また、
「時間＋1」、「時間＋2」、「時間＋3」と続く延辺州イスラム教協会の態度表明が伝えられる
につれ、オーディエンス層は事件の経緯よりも事件の結果に重点を置くことになる。 
 これは(1)の場合に比べ、ニュースとしての機能を多少は首尾よく果たすことができる。
つまり、態度表明を中心事件(0)の位置に置くことで、時間的な束縛を無視することが正当
化される。過去に関する解明が不必要であるため、(1)の場合に見られたような不確実性を
確信へとすり替えることができるのだ。 
 以上のように、このニュースの中心的な事件を何にするかについては様々な意見が存在
しうる。ニュースを作成したジャーナリストは新疆で発生した「暴動」がより重要な事件
であると認識しているはずである。しかし、ニュースを編集し、ヘッドラインを書く編集
者は州イスラム教協会の態度表明や今後の方針を重要視するだろう。このような意見の不
一致が以上のような互いに相反する時間構造の解釈を生み出している。時間はニュース記
－ 73 － 
事やニュースバリューにとって極めて重要な要素である。それらについては、さらに活発
な解釈がなされなければならないのである。 
 
12. 背景 
 
 このニュースの背景は簡単に説明することができない。56 の民族から構成される中国と
いう大きな共同体に潜む様々な葛藤、矛盾、差別などがその背景にあるであろう。建国 60
週年を迎えた今日、経済、政治、文化などの各方面で 56 の民族はそれぞれ不同な発展や変
化を遂げている。少数民族に対する優遇政策の実質的な普及は、それぞれ少数民族に対し
てどのような影響を及ぼしているのであろうか。また、マイノリティ集団のすべての行為
を最終的には海外反動勢力と関連づける政府の主張はどこから生じるのだろうか。 
 今回の事件には少数民族差別という歴史的な背景を始め、人権侵害に対する長年の葛藤
が大きな影を投げかけていると考えてよいだろう。昨年のチベット事件は、この事件とよ
く似ている。チベット事件も少数民族地域の「暴動」に対する政府の弾圧とその過程で提
起された少数民族差別、人権侵害などの角度から解釈されたので、このニュースと同様の
背景を有しているのだ。 
 
13. 論評 
 
 論評とは発生した事件の脈絡を踏まえ、評価、あるいはその成り行きを予測することで
ある。このニュースについては、海外の反動勢力による新疆の「三股勢力」の煽動(S1)、
全国の民族、人民群衆の憤慨(S3)、延辺イスラム教協会の態度表明(S4)、党と政府が法律
に基づいて国家と領土の安全を守り、あらゆる有効な措置を講じて各民族の生命や財産の
保安を図ること(S5)などについて評価が下されていた。また、全州のモスクおよび回教徒
は、自分の職場を守り、国家の大局に服従しなけらばならない(S7)と呼び掛けている。 
 
14. フォローアップ(後報記事) 
 
 このニュースの中心的な事件を「イスラム教協会の声明」とするならば、ニュース自体
を「7.5 事件」のフォローアップとして扱うことができる。この場合、フォローアップは
再解釈の機能を持っている。このニュースは「新疆事件」の発端、発展、経過のプロセス
よりもその結果に重点を置いている。つまり締め括りがつかないことを無理に総括しよう
としているのだ。このようなフォローアップ機能はニュースの背後に潜む特殊なイデオロ
ギーを表現している。それは、「民族協和、民族和睦、宗教和順」を旗頭にする中国政府の
民族政策や宗教政策である。このような政策は法律に依拠しながら、少数民族に対する無
差別弾圧を行ない、その行為の正当性を強調しようとしている。これがまさに中国政府の
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特殊なイデオロギーの表明なのである。 
 
15. 事件構造 
 
 私たちはこのニュースの「誰が」、「どこで」、「何を」が曖昧であり不確実であることに
注目した。ニューステクストではどのようなことが発生したかを理解する上で、よく問題
になるのがまさに時間と場所である。このニュースの場合、行為者の動機に関する情報が
具体的ではなく抽象的である。さらに、「誰が」「何のために」といった情報が不透明であ
り、場所に関する詳細な言及も欠如している。つまり、各事件の内容、行為者、場所、時
間、原因などが構造的に明らかにされなければならない。このニュースでは「州イスラム
教協会の声明」と「海外の反動勢力の煽動」が繰り返し強調されている。しかし、二つの
事件の行為者については、不明確な部分が多々残されていることは否定できない。 
 延辺州イスラム教協会および回教徒の声明は、新疆「三股勢力」に対する糾弾を支持す
ることであるとこのテクストは強調している。また、世界ウィグル会議イコール中国反対
勢力という等式も再度強調されている。こうした不当な概念化や一方的な断定は事件の不
穏化を煽ることになる。つまりこのニューステクストには、異なるフォローアップの解釈
が必要とされるのだ。 
 
16. ディスコースの構造 
 
 このニュースは〈図 2〉のようなディスコース構造を提示している。 
 「事件 2」は「事件 1」のフォローアップとして読むことができる。また、「事件 2」が
主な伝達機能を果たしていることも確認しておかなければならない。「事件 1」は「事件 2」
のニュース行為者が矛盾のない論評を提示できるよう最大限隠された形で報じられている。 
 事件 1・2は論評とフォローアップを含め、行為者、行為、外部環境から構成されている。
もしこのニュースの中心を「事件 2」から「事件 1」へ移動させたとすれば、また違う解釈
が可能になるだろう。それはいくつかの構成要素が違う図式へ移動させられることを意味
する。 
 
〈図 2〉ニュース「イスラム教協会」のディスコース構造 
 
      ニューステクスト 
  
       概要                 記事 
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    事件 2 
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       事件 1  海外 
                        フォローアップ    行為者  行為  環境  論評 
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4 日後 延辺 憤慨 政府支持 
              民族宗教秩序破壊   組織的・目的的  
 
        
17. 一貫性(一致性) 
 
 ニューステクストは一般的に構文間の連結をできるだけ省略する形で表現される。一つ
の文章から次の文章へと移る時間的順序や流れもない。さらに、文章間の連結を表現する
副詞なども最小限に抑えられている。ゆえに、ニュース記事の場合、文章間の一貫性が不
分明であるか初めから存在しないのが一般的である。したがって、記事の内容が何であり、
出所がどこであるかについて疑念をいだかれることもある。それは記事の曖昧さを増大さ
せる。S1 では「海外反対勢力が新疆の『三股勢力』を煽動」という文章が提示される。そ
の場所は不明確で、抽象的な場所 1、つまり「海外」といった曖昧な表現で示されている。
S2 では 7月 5日の「新疆事件」について簡略的な説明がなされている。そこで提示される
場所は「新疆ウルムチ」である。S3 では新疆事件に対する「人民群衆の憤慨」が言及され
ている。S1、S2、S3 間の連結は不十分であると考えられる。つまり、時間的にも空間的に
も明確な脈絡を有する提示語は存在しないのだ。しかし、「新疆事件」に対する糾弾という
イデオロギーがこのニュース全般の流れを決定している。違う場所、違う時間、違う行為
者たちの不均質な行為を一つのテクストの中で一貫的な記事として仕立て上げることこそ
がまさにこのニュースの特徴の一つとなっているのである。 
 
18. 混沌 
 
 これまで、このニュースの不確実で、抽象的で、曖昧な部分について繰り返し指摘して
きた。このような問題点は以下のように整理することができる。 
① 新疆「三股勢力」の実態とは何であるのか？ 
海外反動勢力の煽動を受けたとしているが、では海外反動勢力の実態とは何で
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あるのか？ 
② 二つの集団が組織的・意図的に暴動を起こしたとしているが、7 月 5 日の事件
の原因について一切説明がないのは何故か？ 
③ 「人民群衆の憤慨」と指摘しているが、ここで言う「人民群衆」とは誰のこと
であろうか？ 
④ 「党および政府が法律に基づいて …… あらゆる有効な措置を講じ ……」
と言明されているが、ここでいう「法律」、「あらゆる有効な措置」とは中国政
府の弾圧、及び「漢族のウィグル族狩り」に対する傍観手段ではないのか。 
 ニュースの一貫性や必要な言及が欠如しているため、このような様々な混乱が起こる可
能性がある。これは報道につきものとされる情報源の問題である。しかし、このような問
題をすべて克服することのできるニュースがあったとするなら、それは放送不許可として
扱われることになるだろう。つまり、このニューステクストは混沌としたものであったが
故にニュースとして放映することができたのであろう。 
 
Ⅲ．結論 
 
1. ニュース映像 
 
現実に対する普遍的で客観的な情報を伝えていると感じさせるニュース映像は事件を
「現実的」に描写し、ニュース報道の信頼性を増進させることに寄与する。 
延辺テレビニュース報道のトピックの分布を見ると、ニュースのトピックに多様性がな
く、会議報道や幹部活動報道が多すぎる。特に事件、生活、文化、科学などの報道が少な
い。さらに、現場報道が少ないため、ほとんどのニュース映像は、会議場面や幹部を案内
する関連部門の人々、スタジオのアナウンサーを映したものばかりである。 
中国では、社会秩序を乱すという理由で、基本的に犯罪や事件報道は行なわれない。例
えば、何清漣がまとめた「メディアの報道原則9」には、「公安局が悪人を逮捕する報道を
                                                  
9 中国の元ジャーナリストでアメリカへ亡命した何清漣は、実際にマスコミ現場で力を持っているのは
法律規定ではなく、中央宣伝部から書面・口頭で伝えられる「宣伝規律」であると指摘している。この
ようなやり方で 90 年代後期に党から表明されたメディアのあり方を 13 項目でまとめている。①報道関
係者が海外（香港・マカオ・台湾を含む）の出版物に無断で原稿を提供することを禁止する。特にニュ
ース原稿は厳禁。②社会と経済の重要な題材に関する報道については、事前に関係部門の審査が必要で
ある。中央の経済政策にマイナス評価を下すような記事を発表してはならない。③汚職・腐敗事件の報
道を一時期に集中させてはならない。④公安局が悪人を逮捕する報道を多くし、殺人事件の報道は少な
くする。⑤重大な突発事件を勝手に騒ぎ立ててはならない。天災・人災の報道は、公衆の怨みを募らせ
ないよう、厳格な監督を受けなければならない。避けられない（つまり、隠しようもない）状況下で報
道する場合は統一的な内容にする。⑥敏感な時節、例えば毎年の「六月四日」前の半月は、社会ニュー
スを含む政治・経済面のマイナス報道をしてはならない。⑦福祉宝くじに当たって大儲けをしたことな
どを過度に宣伝してはならない。高所得層の贅沢な消費を大げさに報道してはならない。⑧歴史を題材
とする書籍を出版する場合、出版社はそれが現在の現実をあてこするものにならないよう注意しなけれ
ばならない。⑨出版社と新聞社は、現代史にかかわる書籍や文章を出す時は、一部の者（共産党に政治
的迫害を受けた者）が自分の「名誉回復」を図ろうとすることに注意しなければならない。中央指導者
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多くし、殺人事件の報道は少なくする。事件を借りて党や政府が攻撃されることがないよ
う、事件の詳細を報道することは控える。とりわけ金融犯罪事件については、模倣犯が学
習するのを避けるため、詳細を報道してはならない10」という項目がある。 
 
2. 社会階層の代弁 
 
延辺テレビニュースには政治傾向の強い報道が多い反面、市民の生活に密着した報道が
少ない。例えば、毎日のニュースのトピックの中には、市民生活に密着した内容は一つな
いし二つしか入ってないし、あるとしても、プログラムの一番後ろに回されている。有名
人や、幹部でなければニュースのトピックにはなれない。ニュースの扱うトピックの内容
や数だけ見ても、党や政府の「喉と舌」にはなっているが、人民の「喉と舌」になって、
市民の声を代弁しているとは言えない。 
メディアは市民との信頼関係が確立されて始めて、権力からの干渉に対しても自律的に
敢然と対処し、その社会的責任を全うすることができる。党・政府や幹部の活動に価値を
置くことは、市民たちのニュースに対する無感覚や無関心を招きやすい。受け手としての
市民の信頼感を醸成するには、メディアは市民と意見交換しながら、正確な情報を歴史的
な検証に堪える形で、また市民にその判断のための基礎資料を十分に提供するという形で、
報道することを日々努力しなければならない。 
ジャーナリズムの大切な姿勢の一つは、市民の立場に立って権力と社会悪に対する監視
を行うことである。 
 
3. 報道の公正性 
 
渡辺武達はメディアの使命について次のように述べている。「メディアの最大の使命は、
そのエンドユーザーである読者・視聴者がまともな社会的判断のできる基礎資料としての
情報を提供することで、地球規模の、より人間的に豊かな社会の建設に貢献することにあ
る11」。 
限られた時間内でのニュース選択の基準は、やはりその時々において市民が適切な社会
行動と判断の基礎資料にできる情報とは何かという視点から決められるべきであろう。し
かし、延辺テレビニュースはオーディエンスの自由な解釈を許さず、意味の方向性まで決
                                                                                                                                                  
の伝記と回想録を出す時は、中央弁公庁党史弁公室に報告して審査を仰がなければならない。⑩少数民
族（特にチベット族、ウイグル族、回族）の書籍を出版する場合は細心の注意を払うこと。⑪地域をま
たぐ研究討論活動の組織を禁じる。⑫西側のジャーナリズム観と価値観を尊崇する文章の発表禁止。⑬
各新聞・雑誌は、重大な政策が出た場合の報道では新華社の「通稿」を使わなければならない。中央の
指導者とその親族についての報道は、必ず審査を仰ぐこと。 
10 何清漣、前掲書、98 頁。  
11 渡辺武達、1997 年、前掲書、2頁。 
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めてしまうため、党のイデオロギーを植えつける役割を果たす。市民の判断のための基礎
材料よりも、それらに対する考え方や重要度までも規定してしまう「アジェンダ・セッテ
ィング」機能を重視しているといってもよいだろう。 
7 月 11 日(土曜日)の「熱供給メーター」の設置をめぐる報道は、「市民側」、「政府側」
双方の不満や主張を報道しているので、ある程度「公正」が保たれているとはいえる。 
中国の広播電視管理条例の第三十四条には、「ラジオ・テレビ・新聞は真実を伝え、公正
でなければならない」と規定されている。しかし、党や政府の主張を一方的に伝える「上
意下達」式のメディア環境下では、「公正性」という言葉自体が曖昧で、抽象的なものとな
っていると思われる。 
 
4．報道の深層性 
 
延辺テレビニュースは基本的にストレートニュースであるため、深みのある報道自体が
少ない。 
深層報道といえるのは、土曜日の『ニュース話題』だけだといってもよいだろう。 
延辺テレビに対しても、当たり前と思われていることがどれほど当たり前ではないのか
を人々に理解させるような、より深層的な報道を増やしていくことが望まれる。 
 
5. 客観性/正確性 
 
まず、ある政治的主張に対しては必ずそれとは相容れない主張が存在する。 
次に、それらの相容れない主張は単に二つだけではなく、無数に存在し、それらのすべ
てをメディアが紹介することはできない。 
次に、世の中には様々な問題があるにもかかわらず、報道には取材能力、報道能力、放
送の総時間量などの限界が存在し、それらのすべてを放送することができない。 
さらに、放送による情報送出には必ず順番と時間配分があるが、それらのすべてをすべ
ての関係者に満足のいくように調整することは不可能である。 
最後に、事実の報道を標榜しても、ある人にとっての事実は他の人にとっては事実では
ないということが起こり得る。 
以上の理由から、どの国のメディアを問わず、「客観報道」は言葉の上で存在する曖昧で
抽象的なものに過ぎない。 
もちろん延辺テレビニュースも完璧な「客観性」や「正確性」には到達できない。しか
し、市民に直接関連あるニュースや市民を代弁するニュースを増やすことが、より「客観
的」、「正確」なニュースに近づく方法であることは間違いないだろう。 
中国憲法は「中華人民共和国の公民は言論、出版、集会、結社、街頭行進、示威行動の
自由を有する」(第 35 条)と規定している。しかし、2002 年 10 月、パリに本部を置く「国
－ 79 － 
境なき記者団」が発表した全世界の報道自由度ランキングによると、中国は 138 位であり、
翌年に発表されたランキングでは、下から 6番目であった。 
表現の自由が十分に保証されなければ、国民は国政について知ることもできないし、政
府を批判し、取るべき政策を議論し、政府の政策に代わるべき新たな方策を提唱すること
もできない。 
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